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～NPT再 検討会議第一回準備委員会へ日本原水協要請～

四
月
二
〇
日
か
ら
ウ
イ

ー
ン
で
開
か
れ
た
核
兵
器

不
拡
散
条
約

（Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
第

一
回
準
備

委
員
会
に
１１
本
原
水
協

・

被
団
協
代
表
要
請
団
合
一

二
名
）
の

一
員
と
し
て
参

加
し
、

約

一
工
五
万
筆
の

「核
兵
器
全
面
禁
止
の
ア

ピ
ー
ル
」
署
名
の
提
出
、

過
去
最
高
の

一
五
カ
国
政

府
代
表
回

へ
の
要
請
、

原

爆
展
の
開
催
、

メ
ー
デ
ー

参
加
、

被
爆
証
言
な
ど
核

兵
器
の
廃
絶
を
求
め
る
多

様
な
行
動
を
展
開
し
、

大

き
な
成
果
を
お
さ
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

原
爆
展
は
、

準
備
委
員

会
が
開
か
れ
た
ウ
イ
ー
ン

国
際
セ
ン
タ
ー
（国
連
）と

ウ
イ
ー
ン
大
学
の
ニ
カ
所

で
開
催
し
ま
し
た
。

ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
学
者
を
た
く

さ
ん
輩
出
し
て
い
る
ウ
イ

ー
ン
大
学
で
原
爆
展
を
開

く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

何
の
コ
ネ
も
な
い
な
か
日

本
原
水
協
の
国
際
部
が
開

催
の
意
義
を
熱
く
訴
え
た

の
を
大
学
当
局
が
受
け
と

め
て
く
れ
た
か
ら
で
し
た
。

こ
う
し
て
実
現
し
た
ウ
イ

ー
ン
大
学
原
爆
展
で
は
、

二
日
目
の
朝
代
表
団
が
行

っ
て
み
る
と
二
〇
筆
の
署

名
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た

（
つ
ま
り

一
日
目
代
表
団

が
帰
っ
て
か
ら
大
学
生
が

無
人
の
原
爆
展
を
見
て
自

ら
の
筆
記
用
具
で
署
名
を

し
て
く
れ
た
）
と
い
う
報

告
を
聞
き
ま
し
た
。

今
回
被
爆
者
と
道
中
や

食
事
を
と
も
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

素
直
で

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
人
柄
に

魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た

異
国
の
人
た
ち
と
い
っ
し

ょ
に
被
爆
者
の
証
言
を
聞

く
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

異
国
の
人
た
ち
、

特
に
青

年
た
ち

へ
の
被
爆
者
の
真

摯
な
語
り
か
け
、

そ
の
証

言
を
聞
く
異
国
の
人
た
ち

の
真
剣
さ
。

国
内
で
の
世

界
大
会
で
何
度
も
聞
い
て

き
た
は
ず
な
の
に
、

そ
の

人
柄
に
接
し
た
せ
い
か
異

国
の
地
で
聞
く
被
爆
者
の

証
言
は
格
別
で
し
た
。

昨

年
十

一
月
に
出
た
国
際
赤

十
字
・
赤
新
月
連
盟
決
議

（先
見
の
明
あ
っ
て
大
阪

非
核
の
会
で
学
習
し
ま
し

た
）
で
も
核
兵
器
廃
絶
に

む
け
て
被
爆
証
言
は
重
要

で
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
喝
破
さ
れ
て
い

ま
す
。

被
爆
者
が
生
き
て

証
言
す
る
こ
と
の
重
さ
と

い
う
も
の
を
か
み
じ
め
る

こ
と
が
で
き
た

一
週
間
で

も
あ
り
ま
し
た
。

＊
ウ
イ
ー
ン
大
学

　
一
言
一六
五
年

創
設
の
ド
イ
ツ
語
圏
最
古

・
最
大

の
総
合
大
学
。

十

一
名
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
を
輩
出
し
て
い
る
。

大
阪
平
和
委
員
会
の
上
羽
治
雄
氏
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

の
日
本
原
水
協
の
国
際
活
動
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
、

そ

の
報
告
で
す
。

▲ウイーンメーデー平和パレー ドに参加 オ ベラ座前

人
類
共
通
の
緊
急
課
題
と

核
戦
争
防
止
、

核
兵
器
廃
絶
の

現
を
求
め
る
。

是
と
さ
れ
る
非
核
三
原
則

守
す
る
。

日
本
の
核
戦
場
化
へ
の
す
べ
て
の

置
を
阻
止
す
る
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
ゴ
」

ま
で
の
合
意
に
も
と
づ
い

帯
を
強
化
す
る
。
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謬ピピ
ー

ス
お
お
さ
か

（大

阪
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー
）

は
橋
下
前
知
事
に
よ

つ
て

補
助
金
が
削
減
さ
れ
、

今

度
は
橋
下
市
長
に
よ

っ
て
、

ピ
ー

ス
お
お
さ
か
を

一
一

回
リ
セ

ツ
ト
し
て
、

新
し

い
も
の
を

つ
く
る
」
と
す

る

一
方

で
、

一
日
本

の
近

現
代
史
を
学
ぶ
し

っ
か
り

し
た
施
設
が
必
要
」
と
し
、

「
両
論
併

記

で

い
き

た

い
」
と
し
な
が
ら
侵
略
戦

争
を
美
化
し
、

憲
法
を
敵

視
す
る

一新
し
い
歴
史
教

科
書
を

つ
く
る
会
」
な
ど

の
メ
ン
バ
ー
を
い
れ
歴
史

の
歪
曲
を
ね
ら

つ
て
い
ま

す
。

そ
の
ピ
ー
ス
お
お
さ

か
が
平
和
の
発
信
基
地
と

し
て
建
て
ら
れ
攻
撃
さ
れ

た
経
過
を
た
ど

つ
て
い
き

た

い
と
思
い
ま
す
Ｇ

～革
一靴
艶
鞘
鞘

野
排軍

¨̈郷

第

一
歩
は
常
設
展
示
室

そ
の
前
身
は

「私
た
ち

と
戦
争
」
展
に
始
ま
り
ま

す
。

二
度
と
戦
争
を
起

こ

し
て
は
な
ら
な
い
と
の
決

意
を
込
め
語
り
継

い
で
い

こ
う
と
戦
争
体
験
を
記
録

す
る
会
が
発
足
、

そ
の
と

り
く
み
の
中
で
始
ま

つ
た

の
が
、

「私
た
ち
と
戦
争
」

展
で
す
。
日
中
友
好
協
会

府
連
か
ら
の
呼
び
か
け
で

実

行

委

員

会

が

で
き

、

「私
た
ち
と
戦
争
」
展
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ

九

七
七
年
～
八

一
年
、

そ
の

後
は
通
天
閣
で
開
か
れ
た

平
和
の
た
め
の
大
阪
の
戦

争
展
に
引
き
継
が
れ
る
．

八
二
年
～
八
九
年
）

常

設

の
資
料
館
が
ほ

し
い
と
、　

一
九
七
九
年
に

は
平
和
の
た
め
の
戦
争
資

料
館
を

つ
く
る
会
が
発
足

し
ま
し
た
。

呼
び
か
け
人

に
は
母
親
連
絡
会
の
菅
原

藤
子
さ
ん
や
新
婦
人
の
柴

田
悦
子
さ
ん
は
じ
め
、

バ

イ
オ
リ
ン
ニ
ス
ト
の
辻
久

子
さ
ん
や
平
和
活
動
家
の

田
万
明
子
さ
ん
ら
が
名
を

連
ね
、

幅
広
い
運
動
に
発

展
し
ま
し
た
、

二
年
後
の

人

一
年
に
は
大
阪
府
平
和

祈
念
戦
争
資
料
室
が
で
き

ま
し
た
。

大
阪
府
社
会
福

社
会
館
の
三
階
す
べ
て
が

資
料
室
に
な
り
ま
し
た
。

資
料
室
が
で
き
て
も
す
ぐ

に
手
狭
に
な
り
、

引
き
続

く
運
動
の
な
か
で
九

一
年

に
ど
―
ス
お
お
さ
か
が
森

之
宮
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

一一
中
＝＝＝鞘
・柑
”冊
い̈””””……≡……………‐附̈部
“＝ヤ■
、
Ｎ

ピ
ー
ス
・
お
お
さ
か
開
館
、

そ
の
後
の

「攻
撃
」ｒ

Ｔ
Ｉ
ス

お
お
さ

か
は
開

館
か
ら

五
年
間

は
存
在

を
否
定
す
る
よ
う
な
動
き

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

参
院
自
民
党
の
村
上
正
邦

幹
事
長
が
中
心
に
な

っ
て
、

全
国
の
主
な
戦
争
博
物
館

の
実
態
調
査
で
、

「と
く

に
大
阪
が
ひ
ど
い
」
と
ピ

ー
ス
お
お
さ
か
が
矢
面
に

立
た
さ
れ
、

九
六
年

一
〇

月

一
人
日
、

産
経
新
聞
東

京
版
夕
刊
は
、

こ
の
参
議

院
自
民
党
調
査
報
告
書
の

内
容
に
つ
い
て
報
道
し
ま

し
た
。

四
日
後
に
ま
た
編

集
委
員
名
で

「地
方
戦
争

博
物
館
の
実
態
　
至
る
所

で
エ
セ
写
真
　
特
に
ひ
ど

い
の
は
大
阪
　
税
金
使

っ

た
犯
罪
行
為
」
と
ま
で
書

き
ま
し
た
。

産
経
新
聞
の

記
事
は
東
京
版
だ
け
に
掲

載
さ
れ
、

大
阪
の
わ
た
し

た
ち
が
知

っ
た
の
は
随
分

あ
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
う
し
た
動
き

に
呼

応
す
る
か
の
よ
う
に

一
部

の
右
翼
団
体
の
抗
議
も
続

け
ら
れ
、

ゴ
び
４８
」
や
「週

刊
新
潮
」
な
ど
に
よ

っ
て

も
ビ
ー
ス
お
お
さ
か
攻
撃

を
し
て
い
ま
す
。

九
七
年

に
な

る
と
大

阪
府
議
会
決
算
委
員
会
で

自
民
党
の
吉
田
利
幸
議
員

が
質
問
し
、

翌
日
の
産
経

新
聞
朝
刊
は
吉
田
質
問
を

報
道
、

再
質
問
す
る
と
、

ま
た
掲
載
し
て
い
ま
す
。

二
月
に
な

っ
て

「戦
争

資
料
の
偏
向
展
示
を
正
す

△
否

（代
表
・鈴
木
匠
）
な

る
も
の
が
結
成
さ
れ
る
と
、

翌
日
に
は
産
経
新
聞
が
取

り
上
げ
、

二
日
後
に
は
社

説

「日
に
余
る
戦
争
の
偏

向
展
示
」
を
掲
載
し
ま
し

た
。
「正
す
会
」
は
結
成
大

会
決
議
文
を
府

・
市
に
提

出
、　

〓
二
日
に
は
府
議
会

総
務
常
任
委
員
会
で
浦
野

靖
彦
議
員
が
ピ
ー
ス
お
お

さ
か
に
つ
い
て
の
質
問
を

す
る
。

四
月

一
人
目
に
は

「正
す
会
」
は
ピ
ー
ス
お

お
さ
か
館
長
に
要
望
書
を

提
出
し
、

重
慶
爆
撃
の
写

真
、

防
毒

マ
ス
ク
を
つ
け

て
上
海
に
突
入
す
る
日
本

軍
、

北
間
島
の
虐
殺
事
件

の
写
真
な
ど
の
撤
去
を
要

求
し
ま
し
た
。

運
営
協
力
懇
談
会

は

設
置
理
念
を
尊
重
し
、

二

枚
の
写
真
の
変
更
を
了
承

し
、

七
月

一
日
展
示
資
料

を
見
直
し
ま
し
た
。
こ
の

見
直
し
を
報
道
し
た
七
月

一
日
の
産
経
新
聞
朝
刊
の

記
事
に
、

大
阪
本
社
版
は

見
出
し
を

「ピ
ー
ス
お
お

さ
か
　
戦
争
中
写
真
、

展

示
見
直
し
　
事
実
と
異
な

る
　
市
民
団
体

の
指
摘
を

受
け
」
と

つ
け
、

東
京
本

社
版
は

「
ニ
セ
虐
殺
写
真

撤
去
　
ビ
ー

ス
お
お
さ
か

旧
日
本
軍
根
拠
な
し
　
一
一

枚
は
説
明
変
え
展
示
　
展

示
姿
勢
を
正
当
化
　
正
す

会
批
判
」
と

つ
け
ま
し
た
。

七
月
四
日
に
は
同
紙
は
社

説

「戦
争
展
示
の
総
点
検

が
必
要
」
を
掲
載
し
ま
し

た
。今

度

は
大

阪
市

議
会

決
算
特
別
委
員
会
で
自
民

党
北
野
禎
三
議
員
が

「ビ

ー

ス
お
お
さ
か
の
展
示
は

全
部
う
そ
、

補
助
金
を
削

っ
て
し
ま
え
」

の
趣
旨

の

発
言
を
し
ま
し
た
。

こ
の

質
問
の
前
に
は

「正
論
」

一
二
月
号
に

「ピ
ー
ス
お

お
さ
か
は
い
つ
ま
で
歴
史

歪
曲
を
続
け
る
の
か
」
と

い
う
阿
羅
健

一
氏
の
文
章

が
載
り
ま
し
た
。

九

九
年

に

は

「
正
す

会
」
は
戦
争
犯
罪
人
東
条

英
機

を
美

化
す

る
映
画

「プ
ラ
イ
ド
」

の
上
映
、

こ
Ｏ
①
Ｏ
年
に
は

「南
京

大
虐
殺
は
ウ
ノ
」
集
会
を

ピ
ー

ス
お
お
さ
か
で
開
く

と
い
う
事
態
も
起

こ
り
ま

■
！！一雑
！

■
醒

静 〕`五 ‐
0■ 言乱密景か
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し
た
。

そ

の
後
も
自
民
党
府

会
議
員
、
市
会
議
員
に
よ

っ
て
ピ
ー
ス
お
お
さ
か

ヘ

の
攻
撃
は
続
き
ま
す
。

ヨ
鳳
出
轟

轟

壽

鮮
即
＝鶴

歴

史

を

歪

曲

す

る

も

の
二
〇
〇
八
年
誕
生
し

た
橋
下
知
事
に
な

っ
て
ピ

ー
ス
お
お
さ
か

へ
の
攻
撃

は

一
気
に
加
速
さ
れ
、
補

助
金
は
削
ら
れ
ま
し
た
。

ピ
ー
ス
お
お
さ
か
運
営
協

力
懇
談
会
委
員
有
志
を
は

じ
め
在
阪
の
研
究
者
、
平

和
活
動
家
の
み
な
さ
ん
方

の
「ピ
ー
ス
お
お
さ
か
（大

阪
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー
）

を
あ
な
た
の
手
で
元
気
に

さ
せ
て
く
だ
さ
い
！
」
の

賛
同
署
名
と
カ
ン
パ
の
訴

え
が
だ
さ
れ
、　
〓

一〇
〇

〇
人
を
超
え
る
賛
同
署
名

と
七
四
万
円
を
こ
え
る
カ

ン
パ
が
寄
せ
ら
れ
、
府
民

の
平
和

へ
の
熱
い
思
い
が

伝
わ
り
ま
し
た
。

知
事
と
市
長
が

「維
新

の
会
」
が
握
る
や
否
や
、

ピ
ー
ス
お
お
さ
か
を
“
リ

セ
ッ
ト
”
し
、
近
現
代
史

を
学
ぶ
施
設
な
る
も
の
を

つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ

く
る
会
な
ど
の
歴
史
を
ゆ

が
め
よ
う
と
す
る
意
見
を

と
り
い
れ
て
、
両
論
併
記

を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

国
会

で
は
憲
法
審
査

会
が
始
動
し
改
憲

へ
の
動

き
が
強
ま

っ
て
い
ま
す
。

橋
下
市
長
は

「瓦
礫
処
理

が
進
ま
な
い
の
は
憲
法
９

条
が
あ
る
か
ら
」
と
憲
法

攻
撃
し
て
い
ま
す
。
橋
下

「維
新
の
会
」
は

「維
新

人
策
」
で
首
相
公
選
制
、

参
議
院
の
廃
止
、
改
憲
手

続
き
条
項
の
国
会
議
員
の

三
分
の
二
を
三
分
の

一
に

す
る
案
を
提
示

し
て
い
ま
す
。

歴
史
の
真

実
を
語
り
継
ぎ
、

平
和
で
豊
か
な

社
会
を
次
世
代

に
手
渡
す
た
め

に
も
、
ピ
ー
ス

お
お
さ
か
の
存

続
と
充
実
を
願

わ
ず
に
は
お
れ

ま
せ
ん
。

砂
湖
和
子

（元

新
婦
人
府
本
部

会
長
）

戦
争
の
傷
あ
こ

・毯
ξ

銘
板
め
ぐ
輔

憲
鰈

（通
称

・
禁
野
火
薬
庫
）

香
里
製
造
所
煙
突
。

●

一
人
九
六
年
、
大
村
益

次
郎
の
構
想
に
よ
る
火
薬

庫
造
営
、
以
後
枚
方
は
軍

事
工
場
の
町
と
な
る
。

一
九
〇
九
年
、
大
規
模
爆

発
、　
一
九
二
九
年
、
大
規

模
爆
発
、　
一
九
四
五
年
、

終
戦
、　
一
九
五
〇
年
、
朝

鮮
戦
争
、　
一
九
五
二
年
、

小
松
製
作
所
に
払
い
下
げ

に
よ
り
砲
弾
製
造
再
開
と

朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
需
。

●

一
九
〇

九
年

一
回

目
の
事
故

は
自
然
発

火
に
よ
る

と
さ
れ
多
く
の
人
々
が
犠

牲
に
な
り
ま
し
た
。　
一
九

二
九
年
二
回
目
の
事
故
は
、

人
為
に
よ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
爆
発
が
四
時
間
、

二
九
回
繰
り
返
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
ン」
の
経
験
か
ら
、

枚
方
市
は

一
九
五
二
年
の

政
府
か
ら
小
松
製
作
所

ヘ

の
払
い
下
げ
で
再
び
砲
弾

製
造
を
再
開
し
よ
う
と
し

ま
し
た
が
、
兵
器
製
造
反

対
の
市
民
運
動
と
火
薬
工

場
反
対
を
枚
方
市
議
会
が

決
議
し
ま
し
た
。　
一
九
五

三
年
当
時
、
朝
鮮
戦
争
に

よ
る
特
需
で
日
本
経
済
が

潤

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
そ
の
死
の
恩
恵
に
あ

ず
か
ら
な
い
、
拒
否
し
た

枚
方
市
は
歴
史
と
経
験
に

学
ん
だ
市
民
と
思
い
ま
し

た
。
歴
史
の
風
化
の
中
で
、

地
形
を
利
用
し
た
軍
事
施

設
は
、
今
は
住
宅
地
と
な

り
慰
霊
碑
は
心
あ
る
人
々

の
手
で
守
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
）

痰練Ｋ
芽

葎

方
禁
野

五
月

一
九
日
、
当
会
主
催

の
銘
板
め
ぐ
り
に
参
加
し

ま
し
た
。
目
的
地
は
枚
方

市
旧
陸
軍
火
薬
庫
土
塁
と
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いまの世界の核兵器廃絶運動(1焦点となつている

(2012年 1月 ICANの調査報告 りに核の政府を求める会
機関紙第 269号より)

Xこの条約に賛成 しない国・ 26カ国 世界人口の 14%

アメリカ、ロシア、イギリス、フランス、イスラエルなど

△どちらとも決めていない・22カ国 世界人□の5%
オース トラリア、韓国、日本、 ドイツ、カナダなど

○核兵器禁止条約賛成国・ 146カ国  世界人 口の 81%

中国、インド、パキスタン、北朝鮮、LAのほとんどの国
各国政府の公的支持表明のほか、この条約には多くの非政府
組織からの支持も寄せられているが、昨年 11月 、国際赤十字・
赤新月社運動 (ICRC 世界で 1億人の会員)が組織を挙げ
て支持することを表明した。 (1ページ参照)

l
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毎年各白治体で実施される非核 Wi和施策を紹介
しますt これは市町村の関係部門へのアンケー

トを基に当会が集約 した今年度の抜枠です―関
係者の皆さんのご協力に感謝 します.

自治体 住民への啓豪活動や施策の内容 左記以外の施策
今年度の予算
額

日本非
核宣言
自治体
協議会
への加
盟状況

世界平
和市長
会議ヘ

の加盟
状況

地域の草の根
運動やNGOな
どへの後援・共

催

放射線測定器の所有の有無及び種類、活
用状況

大阪府

大阪府・大阪市の出資法 代である財
団法人大阪国際平和センター(ピー

スおおさか)において、戦争・平和に
関する展示、映lal上映、資料貸出、
戦跡ウォーク等を実施t(小・中学生
は入館料無料、子どt)向け映画上映
等)

特になし

大阪国際平和
センター(ピー

スおおさか)ヘ
の補助金
46,589千円

未加盟 未加盟
平和行進等ヘ

知事メッセージ

を送付

γ線用シンチレーションサーベイメータ
γ線電離箱式サーベイメータ
α線用シンチレーションサーベイメータ
GM計 数管式サーベイメータ
中性子線用サーベイメータ
可搬式モニタリングポスト
可般式サンプラー

(活用状況)
緊急事態に備え、防災担当職員及び危機
管理室職員を対象とした機器の取扱い研
修会などで活用している。

大阪市
ピース大阪において映画上映会等を
実施

平成24年度 当初予算14,920千円、
補正予算26,201千円(要求額)
財団法人大阪国際平和センターヘの
運営補助

未加盟 加盟

平和行進等に
かかるメッセー

ジを送付
なし

能勢町 8月に平和のつどいを開催 1 , 1 4 0千円 未加盟 未加盟 特になじ 所有していない

豊能町
小学校の修学旅行では広島、中学校
の修学旅行では長崎を訪れ、平和学
習を実施

未定 な し 未加盟 未加盟 なし なし

池田市

・修学旅行で小学校は広島、中学校
は長崎口沖縄を訪れ平和学習を実施
・各小・中学校とも7～8月に非核口平
和に関する学習を行つている。
四人権や非核・平和をテーマにした作
文やポスターを募集し、人権作文集を
作成して、全児童生徒に配布してい
る。

平和行進団体の激
励、メッセージ・人
権ポスター展を開
催。

655千円(市民
安全実行委員
会事務事業)

未加盟 未加盟 なし なし

箕面市

市広報紙による啓発
「もみじだより8月号」の人権ページ
「心の樹」に平和の事さを考えてもらう
記事を掲載
平和関連のパネル展を行う予定(らい
とぴあ21)

平和関連のパネル展を行う予定
(ヒューマンズプラザ)
戦時生活資料展(郷土資料館)

箕面市非核平和都
市宣言の周知・啓
発など

平和施策のみ
ならず、人権、
国際理解などと
一体化した事業
として「ヒューマ
ンコミニュティみ
のお推進事業
61千円

未加盟 加盟 未定

サーベイ&ドジメーター2台
ポケット線量計4台 (消防本部)
γ線及びx線用線量率計1台
電子式値人線量計5台(国からの貸与品)
(活用状況)随 時

島本町

7月人権と平和のつどい平和人権バ
スツアー、平和啓発アニメ上映、
終戦記念日に関連した平和啓発記事
の掲載

460T円 加 盟 加盟

平和市民マラ
ソン等へのメッ
セージの送付

な し

摂津市

′月日3月を平和月間と定め各種事業
の実施
・平和パネル展、平和演劇祭、市内公
共施設における映画会
・平和黙祷の実施
・広島・長崎への記念式典への派遣
(隔年)他

844,000円 未加盟 加盟
平和行進の受
入等の支援

なし

茨木市

非核平和展を開催予定7/31～8/5
市役所本庁において、原爆死没者を
思軍し、あわせて世界恒久平和を祈
念するための黙とうの実施を市民に
呼びかける庁内放送を実施予定8/9
阪急茨木市駅並びにJR茨木駅前に
て非核平和街頭啓発を実施予定8/9
市庁舎に懸垂幕を掲出 市公用封筒
に非核平和啓発模語を印刷

被爆石の設置(中央
公園)
市内各公共施設に
非核平和都市宣言
パネルを設置

1,590,000円 加盟 未加盟

大阪よどがわ
市民生協主催
の平和のつど
いへの後援

サーベイ&ドジメーター4台、
ポケット線量計34台

活用なし
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自治体 住民への啓妻活動や施策の内容 左記以外の施策
今年度の予算
額

日本非
核宣言
自治休
協議会
への加

盟状況

世界平
和市長
会議ヘ

の加盟
状況

地域の車の根
運動やNGOな
どへの後援・共
催

放射線測定器の所有の有無及び種類、活
用状況

豊中市

平和月間事業 ・人権文化のまちづくり講座 日時未定(豊
中人権まちづくリセンター)
・「人権パネル展」・ひと。まち。であい夏まつり「平和への
願い」コーナー7/21(轟木公園グラウンド)
わがまち蛍池「平和と人権週間」Oヒューマンライツコン
サート7/1予定(蛍池公民館)②人権講演会8月予定(蛍池
人権まちづくリセンター)③パネル展(十八中校区「子育ち口

ふれあいの会の取り組みの紹介8月予定(蛍池公民館)・
旭堂南北一人語り「ひ・ろ・し日ま」※平和の大切さを考える
機会として「ひ・ろ。し。ま」にまつわる被爆者の思いをテー

マとした演目による講談、一人語り芸8/25(伝統芸能館)
平成24年度戦没者並びに空爆犠牲者追悼※戦没者及び
空爆犠牲者のご冥福をお祈りし、平和を祈念する。対象は
ご遺族をはじめ市民の皆様。無宗教コ献花方式で追悼を行
う。10/1(とよなか男女共同参画推進センター)平 和月間
パネル展 豊中市の平和月間に合わせ、大阪国際セン
ター所蔵の写真パネル及び説明パネルにより、被爆の実
相を知ってもらうため、いぶき利用者の方々に紹介する。
8/18～8/23(青年の家いぶき)平 和月間沖縄戦パネル
展
本土復帰から40年、軍人・市民20万人以上の犠牲をだした
悲惨な沖縄戦を振り返り、改めて平和の事さを感じてもらう
8/11～8/20(中央公民館)
ほたる平和映画祭 戦争と平和に関する映画の上映「父と
暮らせば」8/14蛍池公民館 展示「戦争と平和の本」 市
内8図書館において、近代から現在までの戦争と平和に関
する本を幅広く集め、展示・貸出を実施。岡町図書館8/1～
8/31服部図書館7/21～8/31庄内図書館7/31～8/31高
川図書館8/1～8/30千 里図書館8/1～8/31東豊中国毒
館7/31～8/30野 畑図書館7/3～8/31蛍 池図書館7/21
～8/30平 和に関するビデオ上映 平 和に関するビデオ
上映を実施。上映内容は未定。ビデオ上映等を通じて、平
和について考える機会を提供することにより、非核平和都
市・豊中として、核や戦争のない平和な世界の実現を目指
す。8/31(千里公民館)
(H24年5月25日現在情報、事業内容変更等発生する場合
あり)

970,000円 加盟 加盟

市民団体の平
和の取り組み
への後援を
行つている

9器所有(電離箱式4器コGM式 4器コシンチ
レーション式1器

その他、個人用デジタル警報線量計71器

吹田市

・小。中学生への啓蒙では人権と平和
をテーマにした「じんけん作品」の募
集
・市民平和のつどい

非核平和資料展「テレジン収容所の
幼い画家たち展」及び「勇気の人コ杉
原子畝」8/3～8/10

平和コンサート「ビー・イン・ヴォイス」
8/7
・平和祈念資料室の管理運営 市民
から提供された戦時中の生活用品や

軍隊に関する現物資料等の常設展示
及び平和に関する資料の収集と貸出
し、口平和映画会の開催。
本年9月3日より場所を南千里の千里
ニュータウンプ
ラザに移転し、規模を拡大する。それ
を契機に小中学
校とも連携を深める予定
・小日中学生への施策
平和の大切さをテーマにした「じんけ
ん作品」の募集
白市民平和のつどい

・日本非核宣替自
治体協議会に加盟
し、広島平和祈念式
典及び長崎平和祈
念式典参列
日本非核宣言自

治体協議会総会に
多加

37,721,000円 加盟 カロ員巳

吹田市「平和の

塔」実行委員会
平和行進への

協力
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自治体 住民への啓妻活動や施策の内容 左配以外の施策
今年度の予算
額

日本非
核宣言
自治体
協議会
への加

盟状況

世界平
和市長
会議ヘ

の加盟
状況

地域の車の根
運動やNGOな

どへの後援・共

催

放射線測定器の所有の有無及び種類、活
用状況

高槻市

「非核・平和への取り組み」
・非核平和都市宣言文の周知(HPや
看板等)
・全国非核平和都市宣言自治体との
連携
口核実験への中止要請と抗議
口平和モニュメントの管理 ・被爆の石
の管理
口平和展事業の開催
。その他事業
被爆アオギリ2世及び被爆クスノキ2

世の植樹 ・資料保全(タチソパネル
模型、語り部ビデオ等)
平和啓発パネルの貸出し
0今 年度の「平和展事業」8/2、8/3
日常設展・コーナー
・戦時資料の展示 ・パネルの展示

・DVD(小 学校の平和学習)上映 ・折
鶴・平和の木コーナー ・被団協コー

ナー ・戦中食試食コーナー(2日の
み)
・説演会:神田香繊さんによる講演会
テーマ「戦後生まれの戦中派?は だし
のゲンを語り続けて」(2日)
・音楽祭:市民参加の音楽祭(3日)

非核平和都市宣言
旗の作成

各種非核平和行進
隊へのメッセージ送
付
黙祷の実施(8月6
日と9日)

非核平和都市
宣言旗21,000

円、平和モニュ
メント等の清掃
59,850円、日本
非核宣言自治
体協議会分担
金60,000円、平
和展事業
937,780円

計1,078,630円

加盟 未加盟

市が主催する
平和展等の平
和事業の企画
運営を一般社
団法人「高槻市
人権まちづくり
協会」に委託し
ている。非核B

平和に関する
ビデオ等を無

償で貸し出し。

GM管 式4合、電離箱式2台、警報線量計
49個

活用状況 なし

枚方市

住民団体、字夜単位で希望がある際
に、戦争遺跡等の見学説明会を開催
8月 平和映画会
8月中旬(予定)平 和資料室特別展・

その他 3月 枚方市平和の日記念事
業 ・「平和の燈火」「平和メッセージ
発信」

現在検討中 6,125,000円 加盟 加盟 特になし なし

交野市
平和祈念式典(未定)
平和の鐘打鐘(市内寺院の協力によ
り8/6、8/9実施予定)

なし 300,000円 未加盟 加盟

交野市「平和と
人権を守る都
市宣言」を進め

る実行委員会
への補助及び

平和祈念式典
の共催

なし

寝屋川市

0平 和を考える市民のつどい7/14(寝屋川市立総合セン
ター2階説堂)説演会「イラクロアフガンの子どもたち」講師:

西谷文和さん
CI平和のバラ苗木配布12/1(寝屋川市立総合センター1
階)平 和のパラを育てることにより、幸福と恒久平和を再
認識するために、希望する市民に抽選でバラの首木を配
布
⑤ねやがわピース8/11「平和の塔」前(初本町公国内)平
和祈念コンサートを中心に、多くの市民と協働して、平和の
オブジェの製作口展示をはじめ、戦争・原爆関連のパネル展
不

④親と子の平和バスツアー8/2(日帰り・小学生以上の親
子)滋賀県平和祈念館の見学
⑤平和行進 6月 ～7月本庁玄関前平和関係団体来庁

予定 あいさつ、お茶の接待等③黙祷(庁内放送)寝 屋川
市民等来庁者に対し、広島・長崎原爆投下日、終戦記念日
に黙祷の呼びかけ

平和を考える市
民のつどい596

千円 平和のバ

ラ苗木配布229

千円
ねやがわピース
885千円
親と子の平和バ

スツアー6千円
平和行進5千円

加盟 加盟

守回市
平和のつどい(講演会・アニメ映画)
8/10予定

被爆の日に黙とう
8/6・8/9 市予算 4万円 未加盟 加盟 検討中 なし



(7)2012年  7月 1日 非核の政府を求める大阪の会ニュース 第 150号

自治体 住民への啓豪活動や施策の内容 左記以外の施策
今年度の予算
額

日本非
核宣言
自治体
協議会
への加
盟状況

世界平
和市長
会議ヘ

の加盟

状況

地域の革の根
運動やNGOな
どへの後援・共
催

放射線測定器の所有の有無及び種類、活
用状況

門真市

lti人権口平和に関する講演会の実施
(予定)8月 内容:未定 講師:未定

⑤小日中学生への啓妻活動や施策
(1)市内小学校で修学旅行等での平
和学習の実施 内容:千羽鶴の作成、
原爆資料館の見学、修学旅行前の平
和学習と原爆資料館見学後の平和学
習 (2)市内中学校の修学旅行での

平和学習の実施、内容:修 学旅行前
の平和学習と沖縄での平和学習、そ
の後の平和学習

CI人権や平和に関
するビデオの購入と
貸出
②平和行進への対
応

35,000円(担当
課の総額)

未加盟 加盟

2012ピースフェ
スタ門真 (市と

教育委員会の

後援)ピ ース

フェスタ門真実

行委員会

なし

大東市

ヒロシマ親子記者事業
折り鶴コーナーの設置
広報誌や防災無線を使つて広島・長
崎の原爆投下時間に黙祷
平和パネル展
親と子で平和を考えるつどい

戦跡を巡るツアー

な し 888千円 加盟 加盟 な し なし

四篠畷市

人権平和展(8/3～5)
人権・平和パネル展(世界の子ども

たちは今・原爆ポスター・大阪空襲)
日戦中食試食会口平和映画会・人権・

平和ビデオ上映会・被爆体験議演会・

黙とう呼びかけ(庁内放送)来庁者及
び職員に対し、広島日長崎原爆投下
日、終戦記念日に黙とうの呼びかけを
行う

平和行進・平和の

火リレー受け入れ
413,000円 未加盟 加盟 なし なじ

東大阪市

住民ヘ

7月平和アニメフェステバル、8月平
和資料展、平和パネル展などを実施
小中学生ヘ

原爆被害者の体験講話、各学校で
の平和教室

人権・平和関連ビデ
オ貸出

平和行事経費
1,615千円

加盟 加盟

住民への啓妻
活動は、東大
阪市人権啓発
協議会、東大
阪市人権擁護
委員会と共催。
各団体の平和
行進に協賛

サーベイメータ
線量計

八尾市

長崎被爆体験講話 市内小中学校16

校で実施(7月)平 和講演会(8月)
懸垂幕r非核・平和宣言都市 ブヽ尾
市」の設置(8月)
黙とうの実施(8月)
平和パネル展(8月)
公用車に平和啓発のシートを取り付
け(8月)

市民の戦争体験募集口FM放送(随時)

1 , 6 7 4千円 加盟 加盟

市民団体の申
話により審査を
行い後援して
いる(今年度は

現時点では申
請なし)

消防本部において所有
電離箱式サーベイメータ1台、サーベイ
メータ1台
レムガード1台、電子式個人線量計5台、
ポケット線量計3台

柏原市

・小中学校への戦争体験の話(人権
協会からの出前講座)
・「柏原市平和展」の開催8/3～5

平和を考える映画の上映
平和と人権のパネル展示による啓発
活動等
・全市的な8月15日終戦記念日の黙
祷
・関係機関から送付されたポスター・

チラシ等を市内各施設に掲示
・反戦、非核・平和に関するビデオな
どの視聴覚教材の貸出

保育園や幼稚園の

園児による平和メッ
セージカードの作成
(相原市平和展に展
示)
平和行進への協力

1 , 3 5 5千円 未加盟 加盟 な じ なし

藤井寺市
平和展の開催(8月)

人権団体に、人
権啓発事業,平

和事業等の事
業補助金を交
付 128万円

未加盟 加盟 平和展事業 なし



2012年 7)!1日            非 核の政府を求める大阪の会エュース              第 150号 (8)

自治体 住民への啓妻活動や施策の内容 左記以外の施策
今年度の予算
額

日本非
核宣言
自治体
協議会
への加
盟状況

世界平
和市長
会議ヘ

の加盟
状況

地域の車の根
運動やNGOな
どへの後援口共
催

放射線測定器の所有の有無及び種類、活
用状況

松原市

非核平和展8/6～8/10(市役所1階市
民回ビー)テーマ:『今だから伝えたい
船中戦後のくらし』口原爆の図丸木美
術館所蔵のパネル展示  コ大阪国際
平和センター所蔵のパネル展示  ・
広島平和記念資料館所蔵のパネル
展示 平 和市長会議加盟都市5000

突破記念原爆ポスター展 白昭和館所
蔵資料の企画展示  ・体験コーナー

折経(千羽鶴)、皮製ストラップに平和
の願いを描こう!戦後の暮らしを体験
してみよう!玄米つき ・読書コー

ナー 平和関連の図書や絵本 ・ご意
見コーナー ロ啓発物品の配布 口黙
祷 非 核平和展で市民が作つた千羽
鶴を、市内小学校修学旅行時に、平
和の子の像に捧げてもらう 市役所正
面に非核平和宣言都市の固定型看
板を設置

市役所中庭に平和
を願うアンネのバ

ラ、愛吉Bすずのバ

ラを植栽
市役所1階回ビーに
平和の鐘を設置
松原中央公園に平
和の像を設置

779千円(非核
平和事業)

未加盟 加盟 なし

サーベイメータ
α・β用
γ・x用

ポケット線量計

羽曳野市

市広報誌等による啓発
庁内放送により正年に1分間の黙祷
をよびかけ8/6、8/9、8/15「平和
展」の開催(5/5),市 民フェスティバ
ル会場において大阪国際平和セン
ターより借用のr大阪空襲・市民生活J
のパネル及び「環境パネル」の展示
・平和の願いを込めたハートの風船の
配布などを通じて平和の啓発 平和
啓発パネルの展示(8月予定)市 役
所コミュニティスクエアにおいて、啓発
パネルの展示・パンフレットの配架口

啓発DVDの上映などを実施
憲法週間にちなみ、日本国憲法が保
有する平和主義の精神について広く
啓発し、平和の専さについて考える
きつかけになることを目的に開催
「平成24年羽曳野市ピースアピール」
の発表
啓発ビデオの貸し出し

平和ゲートボール大
会(5/9)

166,000円(平
和推進事業予
算)

加盟 加盟 なし なし

太子町 終戦記念日の1分間の黙祷
人権団体に、人権啓発事業・平和事
業等の事業補助を交付 712千円 未加盟 加盟 な し なし

河南町

小・中学生に対する平和を含めた人
権の作文・詩・標語等の募集を行う6
月～9月

平和を考えるパネル展8月中頃
平和を考えるビデオ上映8月中頃
平和を考える町民の集い8月末

平和人権バスツ
アー(広報で募集を
行い、バスで平和関
連施設を訪問)10月

未加盟 加盟 未実施 なし

千早赤阪
村

非核平和都市童雷懸垂率の掲出
広報紙による啓妻活動
平和写真パネル展の実施予定

なし 予算計上なし 未加盟 加盟 なじ な し

大阪狭山
市

毎年、「平和を考える市民のつどい」
を実施。今年度は8/4(文化会館)で
実施予定。
また、市広報誌等で、8月6日 口9日・

15日に市民の黙祷を呼びかけ

なし

不明
※「平和を考え
る市民のつど
い」については、
大阪狭山市人
権協会において
実施

未加盟 加盟

8月頃に実施す
る「平和を考え
る市民のつど
い」へ団体の争
加を依頼。ライ
オンズクラブが
主催する『国際
平和ポスター

展』への後援」

なし



(9)2012年  7月 1日 非核の政府を求める大阪の会エュース 第 150号

自治体 住民への啓妻活動や施策の内容 左記以外の施策
今年度の予算
額

日本非
核童言
自治体
協議会
への加

盟状況

世界平
和市長
会議ヘ

の加盟
状況

地域の革の根
運動やNGOな
どへの後援口共

催

放射線測定器の所有の有無及び種類、活
用状況

富田林市

広島原爆の日(8/6)、長崎原爆の日
(8/9)、終戦記念日(8/15)に市役所
内で黙祷と広報による市民への周知
・小学生による非核・平和ポスターの
取組  Br第 28回平和を考える戦争
展」8/10～12

(展示)企 画展「沖縄戦とひめゆり学
徒」大阪大空襲と全国の空襲/模擬
原爆/広島・長崎原爆について現物資
料とパネル展示、市民からの戦時品・

遺品、折り置、ピースメッセージツリー

など(講演会)平和記念講演会の開催
(映画・人形劇・紙芝居など)
「親子平和の旅」8/5～6に広島で開
催される「平和記念式典」に市民代表
として親子1組(2人)を派遣

平和学習ビデオの

貸し出し

2,464千円(被爆
者関係除く)

未加盟 加盟

・「平和大行進」
の受け入れ、
市長メッセージ
の送付 ・「関
西網の目・反核
平和マラソン大
会」への市長
メッセージの送
付 口その他、

市民団体等が
平和に関する

事業を実施す
る際に後援

なし

河内長野
市

夏休み子ども映画の集い8/29(市立
市民交流センター)平和に関する映
画上映を開催 愛 ・いのち・平和展
7/27・7/28(市立市民交流センター)
人権・平和啓発事業として実施 O市
内の戦争関連品や写真、戦時資料の
実物展示②折り出コーナーや平和
メッセージの発信③原爆被災者語り
部の議演④「すいとん」の試食体験な
ど
夏休み平和施設見学会(8/8)(見学
先未定)

夏休み子ども映
画の集い10千

円
愛口いのち・平和
展300千円夏休
み平和施設見
学会10千円

未加盟 加盟 特記事項なし なし

堺市

ヒロシマ原爆展の開催(8/4～10)(平

成23年度)
以下平成24年度開催分
平和人権資料館企画展 平和市長会
議ポスター展(8月)
「平和と人権を考える市民のつどい」
の開催7/8

(堺市が構成団体となつている世界人
権宣言促進堺連絡会の主催)
「平和と人権展」の開催8/2～8/7
′卜・中学生への啓豪活動や施策

8月にr非核平和宣
言都市・堺市」の懸
垂幕を市役所、各
区役所に掲揚

平和と人権を専
重するまちづく
り条例推進事業
費1,831,000円

自由都市B堺

平和貢献賞
16,329,000円

平和と人権展
2,297,000円

平和と人権資料
館運営費
23,057,000円

世界人権宣言
促進堺連絡会
事業補助金
1,216,000円

啓発塔
2,500,000円

堺原爆被害者
の会補助金(2

団体に交付)
160,000円

加盟 加盟

ヒロシマ原爆展
開催(平成23

年度開催)
飲み物の提供
による協力(平
成23年度実
績)
・反核平和マラ
ソン
・反核平和の日

リレー

・被爆66周年
2011年非核・

平和行進
,堺原爆展(平
成24年度実
施)

GMサ ーベイメーター

(活用状況)
放射線の影響に関する健康相談で必 要
がある場合に使用
(保健所 保健医療課所有)
シンテレーションスペクトロメータ
(活用状況)
市内に流通する農水畜産物を対象に検
査を実施する。平成24年度の予定

検体数は20検体。但し、国が指定する17

都県産の食品を優先
(衛生研究所所有)
シンテレーションサーベイメータ2合

電離箱式サーベイメータ(2台)
GM計 数管式サーベイメータ(2台)
エネルギー補償型GM管

中性子サーベイメータ(3台)
ポケット線量計(5台)
(活用状況)

災審発生時の現場における使用、並びに

それらの災書に備えた訓練時に

使用(消防局で所有)



非核の政府を求める大阪の会ニュ…ス

自治体 住民への啓豪活動や施策の内容 左紀以外の施策
今年度の予算
額

日本非
核貫言
自治体
協議会
への加
盟状況

世界平
和市長
会議ヘ

の加盟
状況

地域の事の根
運動やNGOな
どへの後援・共
催

放射線測定器の所有の有無及び種類、活
用状況

高石市

非核平和都市宣言」啓発塔の常設(庁
舎前)
「高石市非核平和展」(忘れないで平
和の事さ)の開催(7/23～8/3)
(小学6年生などから寄せられた「平
和ハガキ(約640枚 )」の展示、非核・

平和に関する写真等パネルの展示、
アニメビデオの映写、絵本コ詩の朗読
及び戦争体験者の話)
懸垂幕「核兵器のない平和な世界を
めざそう」の掲示(8月のlヶ月間)
広報紙(8月号)の人権のページに、非
核・平和に関する特集を掲載
関係機関から送付されたポスターロチ
ラシ等の掲示・配布
反戦、非核,平和に関するビデオなど
視聴覚教材の貸し出し

平和を祈念し、市職
員の黙とう(8/6・9)
の実施(広報紙で市
民にも「黙とうに協
力を」と広く呼びか
ける)

加盟 加盟

各種団体が実
施する「平和行
進」等へのメッ
セージの手渡
し

なし

和泉市

住民への施策
第14回平和千羽出展開催に伴う啓発
と千羽鶴の公募の呼びかけを5月広
報紙で実施、千羽出展は7月初旬から
8月下旬の間、市内公共施設等に展
示
平和映画会「一枚のハガキ」(5/26)
小。中学校生への施策
各小・中学校へ「平和千羽置展」の案
内 学校向けの平和啓発ビデオ購入

人権平和市民研修
会の開催(戦跡等の
フイールドワーク等)
平和の集いの開催
(講演会・コンサート
やパネル展等)

1,185,000円 未加盟 加盟

市民公募によ
る「和泉市人権
平和事業実行
委員会」と連
携口協働実施

なし

泉大津市

平和メッセージ展7/19～23(いずみ
おおつCiTYア メレザアトリウム)
平和バス見学会(8/2)
平和パネル展7/30～8/3(泉大津市
役所1階ロビー)
サイレン吹鳴(8/6・9・15)
平和行進団体へのメッセージ
r非核平和啓発看板」庁舎外壁に掲
出、非核平和柱などを市内9か所に
設置

市政70周年記念
「人権問題を考える
市民の集い」12/8
テクスピアホール)

3 8 3子円 未加盟 加盟

「平和パネル

展」にて「戦没
者遺族の会」に
一部展示ス
ペースを提供

ポケット線量計、簡易の線量計(消防署)
災害時の備蓄としておいている

忠岡町

B中学校では沖縄への修学旅行の前
に、平和学習を行つている
。平和行進(町長メッセージ)7月
①啓発懸垂率の掲示
②街頭啓発
③ピース大阪見学会(8月初旬予定)
④非核平和パネル展(8/4～8/9)
⑤非核平和図書コーナー設置(8/1～
20)

⑥終戦配念平和祈念事業(町長メッ
セージ、平和の鐘打鐘)

特になじ

非核平和事業
啓発物品代
42,000円

借上料 80,000
円

使用料
78,000円

加盟 未加盟 特になし なし
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自治休 住民への啓妻活動や施策の内容 左記以外の施策
今年度の予算
額

日本非
核宣言
自治体
協議会
への加

盟状況

世界平
和市長
会議ヘ

の加盟
状況

地域の草の根
運動やNGOな
どへの後援口共

催

放射線測定器の所有の有無及び種類、活
用状況

岸和田市

0子 ども平和映画会6/23(マドカホー

ル)
・小学生対象に午前日午後映画を上

映.「アンゼラスの鐘」
・平和関係写真パネルの回ビー展

②平和行進・マラソン湯茶接待(時期
未定・市役所新玄関)平 和行進・マ
ラソン参加者に対し湯茶接待を行う
③巡回平和パネル展6/21～7/2(市
役所新玄関)、7/2～7/6(産業高
校)、7/7～7/13(春木市民セン
ター)、7/14～7/20(山直市民セン
ター)7/21～ 7/27(東岸和田市民セ
ンター)7/28～8/3(女性センター)
「原子爆弾と人間(予定)」に関する

写真パネルを展示し、平和啓発を行
う。
④非核平和資料展8/8～8/12(自泉
会館)
広島平和記念資料館より借用するパ
ネル「1945.8.6-その日からの私一」の
展示、「原子爆弾」に関する写真パネ
ルの展示、被爆証言ビデオ。当時の
記録映像の上映、非核平和に関する
現物資料等を展示し、平和啓発を行
う。また、映画の上映、朗読グループ
による朗説劇を実施する予定。
③「被爆地白ヒロシマヘの平和バス」
7/29～7/30(広島市)市民40人を広
島へ派遣し、広島平和祈念資料館見
学、平和祈念公園見学、被爆体験講
話聴講、平和ビデオ視聴を通じ、非核
平和に関する研修を行う。

①市制施行90周年
記念事業として、広
島市より被爆アオ
ギリ2世を譲りうけ、
岸和田市に植樹す
る記念式典を行う。
被爆アオギリ2世に
ついては、「被爆地口

ヒロシマヘの平和バ
ス」事業に参加する
岸和田市民が広島
市より譲り受ける。
②平成23年度に、
日立長崎原爆死没
者追悼平和祈念
館口公益財団法人
長崎平和推進協会
が学校向けに無料
で実施しているピー

スネット事業(長埼
在住の被爆者がイ
ンターネットテレビ
会議システムを通じ
て小学校児童に被
爆体験を語る)を岸
和田市立小学校1
校の6年生児童を対
象に試行実施し、平
成24年度について
は現在検討中。

平和推進事業
1,453,000円

加盟

舛

亀
Υ

Ｊ

加盟

非核平和資料
展開催につい
ては、行政と市
民団体が
「平和を考える
戦争展実行委
員会」を組織
し、非核行政施
策に取り組んで
いる。

なし

貝塚市

関係機関からのポスターやチラシの

掲示・配布
r員塚市平和教育基本指針」に基づ

き、各学校が平和教育に組織的・計
画的に取り組む。
小中学校で夏季体業中に平和登校を
実施。小学校は広島、中学校(1校を
除き)は長崎、沖縄への修学旅行で
反職・平和を学習 原爆死没者の慰
霊並びに平和祈念の黙祷

平和記念像・核兵
器廃絶平和宣言都
市碑。「平和のともし
び」像

72万円 未加盟 加盟

平和行進への

メッセージ・激
励
戦争と平和、人
権を考えるつど
い(不定期開
催)

なし

泉佐野市

①「平和を考えるつどい」(予定)
・反戦・平和に関するアニメ映画上映
・広島・長崎原爆パネル展8/6前後に
開催予定(泉佐野市立中央図書館)
②市広報への関連配事の掲載
③庁内放送での黙祷の呼びかけ
8/15

特になし

非核・平和施策
特定の予算は
なく、人権啓発
に係る市予算の

中で消耗品費
等を支出

未加盟 加盟

①市民団体の

反戦平和のパ

ネル展示等ヘ

の協力(展示用
備品の貸出等)
②市民交流セ
ンターの「つど
い」等反戦・平
和口人権への取
組への協力

③その他、市民
団体への後援・

共催は、予算
の伴わない形
で随時実施

ポケット線量計
サーベイメータ
(活用状況は特になし)



2012年 T11111            チ F核の政府を求める大阪の会ニュース              第 150号 (12)

自治体 住民への啓妥活動や施策の内容 左配以外の施策
今年度の予算
額

日本非
核貫音
自治体
協議会
への加
盟状況

世界平
和市長
会議ヘ

の加盟
状況

地域の事の根
運動やNGOな

どへの後援・共
催

放射線測定器の所有の有無及び種類、活
用状況

泉南市

●非核平和の集い 8/19(市立文化ホール)
1部:戦争体験配発表 2部:映画「一枚のハガキ」上映
②懸垂率の掲示 8/1～8/31(水道庁舎壁面)
③ビデオ上映8/1～8/15(市役所回ビー)
「ちいちゃんのかげおくり」

④非核平和の図書コーナー8/1～8/30(市立図書館)
⑤平和を考えるパネル展8/6～8/11(市立青少年セン
ター)
⑤読み聞かせ会8/18「ちいちゃんのかげおくり」8/20「もつ
とおおきなたいほうを」(市立青少年センター)

非核平和の集
いチラシ・ポス

ター印刷代
80,000円 ヴト核
平和の集い事
業費―式
200.000円

未加盟 加盟

「非核平和の集
い」を泉南市人
権啓発推進協
議会と共催で
実施

なし

阪南市
非核平和パネル展開催(8/6～9)
街頭で啓発運動実施(8/2予定) 特になし 特になし 未加盟 加盟 特になし なし

熊取町

O′J ・ヽ中学生がポスターを作成するこ
とにより平和を学習
②啓発用パネル及び上記で作成した
ポスター展を開催
平和フィールドワーク

136.000円 未加盟 未加盟
申し出あれば
協力する方向
で検討

個人線量計
GMサーベイメータ
電離箱式サーベイメータ
中性子サーベイメータ
シンテレーションサーベイメータ
可搬型ダストサンプラー

ポケット線量計(γ線用)
ポケット線量計(中性子線・γ線兼用)
ポケットサーベイメーター(γ(x)線用)
ポケット線量計 ドーズアイ
(活用状況)
定期的な保守・点検整備を行うとともに、
各機器の操作確認を実施している(環境
課)
定期的に馴練を実施している(消防本部)

岬 町
町内各小学校(3校)8中学校(1校)で
平和学習の実施

なし 0円 未加盟 加盟 なし なし

田尻町
平和について考えるパネル展
町立学校における平和学習

な し 0円 未加盟 加盟 なし なし


